
【能代潟 化粧まわし・番付表寄贈展】

主催：藤里町教育委員会 寄贈者：田口 則子 様（能代市二ツ井町出身）
場所：藤里町三世代交流館図書室（※入館無料）
期間：令和8年7月14日（火）～ 8月23日（日）時間：午前10時～午後6時

【能代潟とは】
秋田が生んだ最初の大関である。明治28年4月5日「滝の沢」に生まれた。本名は

「石田岩松」。大正4年に初土俵を踏み、同10年5月入幕、同15年5月には大関となり
在位20場所、幕内42場所という記録を残した。昭和3年3月の名古屋場所では10勝
1引き分けで優勝したほか、2場所が同点だった。
能代潟の特徴は、一つは長寿力士であり、二つには大関から2度陥落しながら、また

はい上がったという、気力と粘りであった。昭和12年に41歳1か月で引退したあと、年
寄立田山。定年で辞めたあとは、親友の双葉山に請われて時津風部屋の顧問格となっ
た。また、筆の字がうまく、馬の絵が得意だった。
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